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市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　蕁23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時30分からでひとり
20分間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　蕁33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　蕁33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　蕁33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　蕁33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　蕁33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

特設人権相談　蕁33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
児童家庭相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
ひとり親家庭相談　蕁33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階こども未来課
高齢者総合相談　蕁21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　蕁21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　蕁31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談　蕁32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　蕁21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　蕁23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　蕁23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談【要予約】蕁21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン 蕁21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民協働課 蕁33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

　　　携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日の
年末年始を除く）午前 8時 45分から午後 5時 15分まで行っています。

泉大津市公式 facebook ページに「いいね！」お願いします。
（アカウント名：泉大津市役所）

泉穴師神社　～平成の大修理⑸～
摂社春日神社⑵

摂社春日神社本殿（重要文化財）は一間社春日造
いっけんしゃかすがづくり

、
背面入母屋造

いりもやづくり

、二軒繁垂木
ふたのきしげたるき

、正面に軒唐破風
のきからはふ

をつけた
建築形式です。
春日造とは、春日大社に代表される形式で、切妻造

の正面に庇
ひさし

（向拝
こうはい

）がついたものです。庇と大屋根は
一体で、背面に庇はありません。正面の軒唐破風とは
軒と一体化した装飾的な唐破風をいいます。二軒繁垂
木は、間隔が狭く密集している垂木（屋根を支える部
材）が上下2段構えになっているもので、下から軒を
見上げると垂木が2段になっているのがわかります。
このような構造は本社本殿と共通する点が多く、慶長
七年（1602）に本社本殿と同時期に造営されたもの
と考えられます。
軒唐破風下の蟇股

かえるまた

は内部に菊水の彫刻が施され、さ
らに脚先から菊の葉が伸びて若葉となり、周囲の空間
を埋め尽くす豪華なものです。この様式は桃山時代以
降に見られるものですが、本社が全国的にみて最も早
い時期に造られており、当時の最先端の建築といえま
す。泉州人は他所とは違う斬新なデザインを好んだよ
うです。
次号は、戦後70年～戦争の足跡⑴～をお伝えします。

摂社春日神社本殿　軒唐破風下の蟇股




